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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　一対の木製のササラ桁に支持させて複数の木製の段板を取り付けることにより、オープ
ン階段を形成する段板取付け構造であって、
　前記一対のササラ桁の各段の水平段部に両端部を固定して、各々取り付けられる段板固
定用平プレートと、
　前記段板の下面側に切削加工を施して形成された、前記段板固定用平プレートの厚さと
同様の深さのプレート収容掘込み部とからなり、
　前記段板固定用平プレートは、前記水平段部の上面に重ねて配置される両端部分の桁固
定部と、これらの桁固定部の間に連続して設けられた段板固定部とからなり、前記桁固定
部は、前記段板固定部よりも突出する、前記一対のササラ桁の蹴込み段部への当接凸部を
備えると共に、前記桁固定部には桁固定孔が、前記段板固定部には段板固定孔が、各々開
口形成されており、
　前記プレート収容掘込み部は、前記段板固定用平プレートの全体が納まる平面形状を有
するように形成されており、
　前記一対のササラ桁の各段の水平段部に、両端部分の前記桁固定部を、前記当接凸部を
前記蹴込み段部に当接させつつ重ね合わせた状態で、前記段板固定用平プレートの上方か
ら固定部材を前記桁固定孔に打ち込むことにより、前記段板固定用平プレートを前記一対
のササラ桁に固定し、前記段板固定平プレートを前記プレート収容掘込み部に収容しつつ
前記段板を前記段板固定平プレートに重ね合わせた状態で、前記段板固定平プレートの下
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方から固定部材を前記段板固定孔に打ち込むことにより、前記段板が、前記段板固定用平
プレートを介して前記一対のササラ桁の各段の前記水平段部に各々固定される段板取付け
構造。
【請求項２】
　前記段板の下面側に形成された前記プレート収容掘込み部は、前記段板固定用平プレー
トにおける、両端部分の一対の前記当接凸部と前記段板固定部とによって三方を囲まれた
、後縁凹部と対応する部分を残した状態で形成されている請求項１記載の段板取付け構造
。
【請求項３】
　前記段板固定用平プレートの両端部分の一対の前記当接凸部は、前記一対のササラ桁の
設計間隔と同様の間隔を保持して設けられていることで、前記一対のササラ桁を位置決め
する際のガイドとして機能する請求項１記載の段板取付け構造。
【請求項４】
　請求項１又は２項記載の段板取付け構造に用いる段板固定用平プレートであって、
　一対のササラ桁の各段の水平段部の上面に重ねて配置される両端部分の桁固定部と、こ
れらの桁固定部の間に連続して設けられた段板固定部とからなり、前記桁固定部は、前記
段板固定部よりも突出する、前記一対のササラ桁の蹴込み段部への当接凸部を備えると共
に、前記桁固定部には桁固定孔が、前記段板固定部には段板固定孔が、各々開口形成され
ている段板固定用平プレート。
【請求項５】
　両端部分の前記桁固定部に設けられた一対の前記当接凸部は、前記一対のササラ桁の設
計間隔と同様の間隔を保持して設けられていることで、前記一対のササラ桁を位置決めす
る際のガイドとして機能する請求項４記載の段板固定用平プレート。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、段板取付け構造に関し、特に、一対の木製のササラ桁に支持させて複数の木
製の段板を取り付けることにより、オープン階段を形成する段板取付け構造に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ササラ桁は、階段の段板を下方から支える桁部材であって、階段の勾配に沿って斜めに
延設させて、階段の両側部分に一対取り付けられる。ササラ桁には、例えば斜めに延設す
る上縁部に、階段状の複数の段部が形成されており、各々段部に両側部分を支持させて、
各段の段板を取り付けることで、階段が形成されるようになっている（例えば、特許文献
１参照）。
【０００３】
　ササラ桁は、特に木製階段においては、例えば階段の両側の側壁部に取り付けられるこ
とで、階段が形成された後は、段板や蹴込み板等によって覆い隠されるのが一般的である
が、近年、木製階段においても、オープン階段と呼ばれる、ササラ桁が見える状態で形成
される意匠性に優れた階段が、種々形成されるようになっている（例えば、特許文献２、
特許文献３参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開平１１－３０３２１６号公報
【特許文献２】特開２００５－１３９６９４号公報
【特許文献３】特開２００７－３２０９１号公報
【特許文献４】特開平８－２０９８７９号公報
【特許文献５】特開平１１－８１５９８号公報
【発明の概要】
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【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　一方、一対の木製のササラ桁に支持させて複数の木製の段板を取り付けることで、オー
プン階段を形成する場合、従来の技術では、段板をササラ桁の水平段部に固定する際に、
段板の上面にダボ穴を形成し、このダボ穴の内部でササラ桁の水平段部に向けて固定ビス
等の固定部材を打ち込むことで段板を固定し、しかる後にダボ穴を埋木ダボ材で閉塞する
といった方法が一般に採用されているが、埋木ダボ材は、段板の表面に面一に且つ均一に
埋め込むことが困難で、手間のかかる作業になると共に、埋め込まれた埋木ダボ材によっ
て木材の断面が段板の表面に現れることになって、段板の意匠性を損なうことになる。
【０００６】
　これに対して、段板取付け用の金具を用いることで、段板の上面にダボ穴を形成したり
、埋木ダボ材を用いたりすることなく、段板をササラ桁の水平段部に固定する方法や構造
が開発されているが（例えば、特許文献４、特許文献５参照）、これらの特許文献に記載
の段板取付け用の金具は、いずれも複雑な立体形状を備えるように形成する必要があると
共に、蹴込み板によって覆い隠される部分に用いられるものであるため、蹴込み板のない
木製のオープン階段に用いる場合には、特に正面からの視点で、段板取付け用の金具が見
えることになって、木製のオープン階段としての意匠性を損なうことになる。
【０００７】
　本発明は、段板の上面にダボ穴を形成したり、埋木ダボ材を用いたりすることなく、簡
易な構成によって、容易に且つ安定した状態で段板をササラ桁に固定することができると
共に、意匠性に優れた木製のオープン階段を形成することのできる段板取付け構造、及び
該段板取付け構造に用いる段板固定用平プレートを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明は、一対の木製のササラ桁に支持させて複数の木製の段板を取り付けることによ
り、オープン階段を形成する段板取付け構造であって、前記一対のササラ桁の各段の水平
段部に両端部を固定して、各々取り付けられる段板固定用平プレートと、前記段板の下面
側に切削加工を施して形成された、前記段板固定用平プレートの厚さと同様の深さのプレ
ート収容掘込み部とからなり、前記段板固定用平プレートは、前記水平段部の上面に重ね
て配置される両端部分の桁固定部と、これらの桁固定部の間に連続して設けられた段板固
定部とからなり、前記桁固定部は、前記段板固定部よりも突出する、前記一対のササラ桁
の蹴込み段部への当接凸部を備えると共に、前記桁固定部には桁固定孔が、前記段板固定
部には段板固定孔が、各々開口形成されており、前記プレート収容掘込み部は、前記段板
固定用平プレートの全体が納まる平面形状を有するように形成されており、前記一対のサ
サラ桁の各段の水平段部に、両端部分の前記桁固定部を、前記当接凸部を前記蹴込み段部
に当接させつつ重ね合わせた状態で、前記段板固定用平プレートの上方から固定部材を前
記桁固定孔に打ち込むことにより、前記段板固定用平プレートを前記一対のササラ桁に固
定し、前記段板固定平プレートを前記プレート収容掘込み部に収容しつつ前記段板を前記
段板固定平プレートに重ね合わせた状態で、前記段板固定平プレートの下方から固定部材
を前記段板固定孔に打ち込むことにより、前記段板が、前記段板固定用平プレートを介し
て前記一対のササラ桁の各段の前記水平段部に各々固定される段板取付け構造を提供する
ことにより、上記目的を達成したものである。
【０００９】
　また、本発明の段板取付け構造は、前記段板の下面側に形成された前記プレート収容掘
込み部が、前記段板固定用平プレートにおける、両端部分の一対の前記当接凸部と前記段
板固定部とによって三方を囲まれた、後縁凹部と対応する部分を残した状態で形成されて
いることが好ましい。
【００１０】
　さらに、本発明の段板取付け構造は、前記段板固定用平プレートの両端部分の一対の前
記当接凸部が、前記一対のササラ桁の設計間隔と同様の間隔を保持して設けられているこ
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とで、前記一対のササラ桁を位置決めする際のガイドとして機能するようになっているこ
とが好ましい。
【００１１】
　また、本発明は、上記段板取付け構造に用いる段板固定用平プレートであって、一対の
ササラ桁の各段の水平段部の上面に重ねて配置される両端部分の桁固定部と、これらの桁
固定部の間に連続して設けられた段板固定部とからなり、前記桁固定部は、前記段板固定
部よりも突出する、前記一対のササラ桁の蹴込み段部への当接凸部を備えると共に、前記
桁固定部には桁固定孔が、前記段板固定部には段板固定孔が、各々開口形成されている段
板固定用平プレートを提供することにより、上記目的を達成したものである。
【００１２】
　そして、本発明の段板固定用平プレートは、両端部分の前記桁固定部に設けられた一対
の前記当接凸部が、前記一対のササラ桁の設計間隔と同様の間隔を保持して設けられてい
ることで、前記一対のササラ桁を位置決めする際のガイドとして機能するようになってい
ることが好ましい。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明の段板取付け構造、又は該段板取付け構造に用いる段板固定用平プレートによれ
ば、段板の上面にダボ穴を形成したり、埋木ダボ材を用いたりすることなく、簡易な構成
によって、容易に且つ安定した状態で段板をササラ桁に固定することができると共に、意
匠性に優れた木製のオープン階段を形成することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】本発明の好ましい一実施形態に係る段板取付け構造を用いて形成されたオープン
階段の斜視図である。
【図２】本発明の好ましい一実施形態に係る段板取付け構造を用いて形成されたオープン
階段の側面図である。
【図３】本発明の好ましい一実施形態に係る段板取付け構造を説明する分解斜視図である
。
【図４】本発明の好ましい一実施形態に係る段板取付け構造を説明する斜め下方から視た
斜視図である。
【図５】段板固定用平プレートの上面図である。
【図６】（ａ）は段板の上面図、（ｂ）は下面図、（ｃ）は（ａ）をＡ方向から視た後面
図である。
【図７】ササラ桁の上端部を接合壁面に接合するための接合構造を説明する分解斜視図で
ある。
【図８】位置決め切欠き部が形成されたササラ桁の上端部を斜め内側後方から見た斜視図
である。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　本発明の好ましい一実施形態に係る段板取付け構造１０（図３参照）は、図１～図３に
示すように、例えば木造住宅建築物において、一階（下階）の床部２１から中二階（中上
階）の床部２２に昇降するための木製の階段を、オープン階段２０として設ける際に、一
階の床部２１と中二階の床部２２との段差面となっている突当り壁面の上端部を接合壁面
２３として、この接合壁面２３と一階の床部２１との間に斜めに延設して設置された一対
のササラ桁１１に支持させて、複数の段板１２を各々取り付けるための構造としてとして
採用されたものである。本実施形態の段板取付け構造１０（図３参照）は、段板１２によ
って覆い隠すことが容易な、好ましくは金属製の簡易な平板状の段板固定用平プレート５
０（図３参照）を用いることで、木製のオープン階段２０としての優れた意匠性を損なう
ことなく、容易に且つ安定した状態で、複数の段板１２をササラ桁１１の各々の水平段部
１１ｃに固定できるようにする機能を備える。
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【００１６】
　そして、本実施形態の段板取付け構造１０は、一対の木製のササラ桁１１に支持させて
複数の木製の段板１２を取り付けることにより、オープン階段２０（図１、図２参照）を
形成する段板１２の取付け構造であって、図３及び図４に示すように、一対のササラ桁１
１の各段の水平段部１１ｃに両端部を固定して、各々取り付けられる段板固定用平プレー
ト５０と、段板１２の下面側に切削加工を施して形成された、段板固定用平プレート５０
の厚さと同様の深さを有するプレート収容掘込み部５１とからなる。
【００１７】
　段板固定用平プレート５０は、図３及び図５に示すように、一対の木製のササラ桁１１
の水平段部１１ｃの上面に重ねて配置される両端部分の桁固定部５０ａと、これらの桁固
定部５０ａの間に連続して設けられた段板固定部５０ｂとからなり、桁固定部５０ａは、
段板固定部５０ｂよりも突出する、一対のササラ桁１１の蹴込み段部１１ｄへの当接凸部
５０ｃを備えると共に、桁固定部５０ａには桁固定孔５０ｄが、段板固定部５０ｂには段
板固定孔５０ｅが、各々開口形成されている。図４及び図６（ｂ）に示すように、プレー
ト収容掘込み部５１は、段板固定用平プレート５０の全体が納まる平面形状を有するよう
に形成されている。
【００１８】
　一対のササラ桁１１の各段の水平段部１１ｃに、両端部分の桁固定部５０ａを、当接凸
部５０ｃを蹴込み段部１１ｅに当接させつつ重ね合わせた状態で（図３参照）、段板固定
用平プレート５０の上方から固定ビス、固定釘等の固定部材５２を桁固定孔５０ｄに打ち
込むことにより、段板固定用平プレート５０を一対のササラ桁１１に固定し、段板固定平
プレート５０をプレート収容掘込み部５１に収容しつつ段板１２を段板固定平プレート５
０に重ね合わせた状態で（図４参照）、段板固定平プレート５０の下方から固定ビス、固
定釘等の固定部材５２を段板固定孔５０ｅに打ち込むことにより、段板１２が、段板固定
用平プレート５０を介して一対のササラ桁１１の各段の水平段部１１ｃに各々固定されて
いる。
【００１９】
　また、本実施形態では、段板１２の下面側に形成されたプレート収容掘込み部５１は、
図６（ｂ）及び図４に示すように、段板固定用平プレート５０における、両端部分の一対
の当接凸部５０ｃと段板固定部５０ｂとによって三方を囲まれた、後縁凹部５０ｆ（図５
参照）と対応する部分を、後端被覆部５１ｆとして残した状態で形成されている。
【００２０】
　さらに、本実施形態では、段板固定用平プレート５０の両端部分の一対の当接凸部５０
ｃは、図３及び図５に示すように、一対のササラ桁１１の設計間隔と同様の間隔を保持し
て設けられていることで、一対のササラ桁１１を位置決めする際のガイドとして機能する
ようになっている。
【００２１】
　本実施形態では、ササラ桁１１は、例えば多数の木材の端材を積層させて、接着剤を介
して一体として接合した集成木材からなる。ササラ桁１１は、図２及び図３に示すように
、例えば工場加工によって、例えば３０～１５０ｍｍ程度の桁幅方向の厚さを備えると共
に、接合壁面２３と一階の床部２１との間に、例えば２０～５６度程度の傾斜角度θで斜
めに架設することが可能な長さを有するように形成されている。また、ササラ桁１１は、
斜めに架設された際の上端部に、接合壁面２３に沿って配置される垂直な接合端面１１ａ
を備えると共に、下端部に、一階の床部２１に沿って配置される水平な載置端面１１ｂを
備えるように形成されている。さらに、ササラ桁１１は、斜めに架設された際に、下側の
縁部が、オープン階段２０の勾配に沿って直線状に斜めに延設するように形成されると共
に、上側の縁部に、水平段部１１ｃと蹴込み段部１１ｄとからなる階段状の複数の段部を
備えるように形成されている。
【００２２】
　また、本実施形態では、ササラ桁１１の上端部は、図３、図７、及び図８に示すように
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、位置決めプレート１４ａ、１４ｂを突出させて、接合壁面２３に固定ビス等の固定部材
を用いて固定された接合金物１３と、一対のササラ桁１１の上端部に各々形成された位置
決め切欠き部１６とによる接合構造によって、ササラ桁１１の延設方向と垂直な接合壁面
２３である、一階の床部２１と中二階の床部２２との段差面となっている突当り壁面の上
端部に接合されている。
【００２３】
　すなわち、接合金物１３は、左右両側に配置された一対の桁接合プレート部１５ａ及び
これらの桁接合プレート部１５ａを連結する連結プレート部１５ｂからなる基板プレート
１５と、基板プレート１５の一対の桁接合プレート部１５ａから各々垂直に突出して設け
られた、左右両側の第１位置決めプレート１４ａ及び左右両側の第２位置決めプレート１
４ｂとを含んで形成されている。左右両側の第１位置決めプレート１４ａは、一対のササ
ラ桁１１の内側の側面に沿って各々配置されるように、一対のササラ桁１１の設計間隔と
同様の間隔を保持した状態で、平行に延設して一対の桁接合プレート部１５ａに各々縦方
向に取り付けられている。左右両側の第２位置決めプレート１４ｂは、各々の第１位置決
めプレート１４ａから外側の領域において、ササラ桁１１の横幅を超えない長さで、第１
位置決めプレート１４ａと垂直な横方向に延設して取り付けられている。
【００２４】
　位置決め切欠き部１６は、図７及び図８に示すように、ササラ桁１１の上端部の接合端
面１１ａからこれと垂直な方向に、且つ第２位置決めプレート１４ｂと対応させた高さ位
置に切り込まれると共に、第２位置決めプレート１４ｂの厚さと略同様の切込み幅で、且
つ第２位置決めプレート１４ｂの突出長さと略同様の切込み深さで形成された第１切欠き
１６ａを含んでいる。接合壁面２３に固定された接合金物１３に対して、上端部の内側の
側面を、第１位置決めプレート１４ａに各々沿わせると共に、第１切欠き１６ａに第２位
置決めプレート１４ｂを各々挿入係止することで位置決めした状態で、固定ビス等の固定
部材を用いて固定することで、一対のササラ桁１１の上端部が、接合金物１３を介して接
合壁面２３に各々接合されている。
【００２５】
　また、本実施形態では、一対のササラ桁１１の上端部に各々形成された位置決め切欠き
部１６は、各々のササラ桁１１の上端部の内側の側面を、第１位置決めプレート１４ａの
厚さと略同様の深さで、且つ第１位置決めプレート１４ａの側面形状と略同様の側面形状
となるよう切り欠いて形成された第２切欠き１６ｂを含んでいる。接合壁面２３に固定さ
れた接合金物１３に対して、第１位置決めプレート１４ａを第２切欠き１６ｂに納めた状
態で、ササラ桁１１の上端部の内側の側面が、第１位置決めプレート１４ａに沿って位置
決めされている。
【００２６】
　さらに、本実施形態では、一対のササラ桁１１の上端部に各々形成された位置決め切欠
き部１６は、ササラ桁１１の上端部の接合端面１１ａを、当該接合端面１１ａの内側縁部
から外側に向けて、基板プレート１５の厚さと略同様の深さで切り欠いて形成された第３
切欠き１６ｃを含んでいる。この第３切欠き１６ｃに桁接合プレート部１５ａの少なくと
も一部を納めた状態で、一対のササラ桁１１の上端部が、接合金物１３を介して接合壁面
２３に各々接合されている。
【００２７】
　一方、本実施形態では、ササラ桁１１の下端部は、図３に示すように、Ｌ字型固定金具
３１を用いた接合構造によって、床部２１の床面に接合されている。すなわち、一階の床
部２１の床面に沿わせるようにして、ササラ桁１１の下端部の載置端面１１ｂを床部２１
の床面に当接させて載置すると共に、ササラ桁１１の下端部の先端垂直面１１ｅの下端部
分を、Ｌ字型固定金具３１を用いて床部２１に固定する。Ｌ字型固定金具３１は、複数の
ビス固定孔を備える垂直プレート部３１ａと、複数のビス固定孔を備える水平プレート部
３１ｂとからなる、Ｌ字断面形状を備える金物である。
【００２８】
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　設置されたササラ桁１１の先端垂直面１１ｅと床部２１との接合角部分に、Ｌ字型固定
金具３１を配置して、垂直プレート部３１ａの裏面を先端垂直面１１ｅに密着させて、固
定ビス等の固定部材を用いて固定すると共に、垂直プレート部３１ａの底面を床部２１に
密着させて、固定ビス等の固定部材を用いて固定することによって、ササラ桁１１の下端
部を、容易に且つ安定した状態で床部２１に固定することが可能になる。
【００２９】
　また、ササラ桁１１の下端部を床部２１に固定したら、先端垂直面１１ｅを、例えばＬ
字型固定金具３１と重なる部分に当該Ｌ字型固定金具３１の形状に合わせた切欠き溝が形
成された、ササラ桁１１と同様の集成木材からなるカバー材３２によって覆うことで、Ｌ
字型固定金具３１を覆い隠すことにより、ササラ桁１１の意匠性を保持することが可能に
なる。ササラ桁１１の最下段の水平段部１１ｃの長さを、他の段部の長さよりもカバー材
３２の厚さ分、短くしておくことで、先端垂直面１１ｅを覆ってカバー材３２を取り付け
た後の最下段の水平段部１１ｃの長さを、他の水平段部１１ｃの長さと同様の長さに保持
することが可能になる。
【００３０】
　そして、本実施形態の段板取付け構造１０は、上述のようにして一階（下階）の床部２
１と中二階（中上階）の床部２２との間に設置された、一対の木製のササラ桁１１の各段
の水平段部１１ｃに支持させて、段板１２を各々取り付けて、オープン階段２０を形成す
るための構造であり、図３及び図４に示すように、平板形状の段板固定用平プレート５０
と、段板１２の下面側に切削加工を施して形成されたプレート収容掘込み部５１とを含ん
で構成されている。
【００３１】
　段板固定用平プレート５０は、例えば厚さが２～１０ｍｍ程度の鋼製のプレート部材に
切断加工等を施すことによって形成される。段板固定用平プレート５０は、図５にも示す
ように、当接凸部５０ｃを備える両端部分の桁固定部５０ａと、これらの桁固定部５０ａ
の間に連続して一体として設けられた、段板固定部５０ｂとからなる。段板固定用平プレ
ート５０は、全体として、一対の木製のササラ桁１１の外側面の間の設計長さよりも若干
短い、例えば６４０～７１０ｍｍ程度の横幅を備えると共に、水平段部１１ｃの長さより
も短い、例えば１２０～２３０ｍｍ程度の縦幅を備える、横長の略矩形の平面形状を有し
ている。段板固定用平プレート５０は、両側の桁固定部５０ａの当接凸部５０ｃが、段板
固定部５０ｂよりも外側後方に突出していることで、両端部分の一対の当接凸部５０ｃと
段板固定部５０ｂとによって三方を囲まれる後縁凹部５０ｆが、蹴込み段部１１ｄ側に配
置される後方の長辺部分に沿って形成されている。
【００３２】
　本実施形態では、両側の当接凸部５０ｃは、横長の矩形形状を備えるように外側後方に
張り出して、各々突出して設けられており、これらの当接凸部５０ｃの内側の辺部の間に
は、一対のササラ桁１１の設計間隔と同様の間隔が保持されている。これによって、一対
のササラ桁１１の各々の水平段部１１ｃに段板固定用平プレート５０を固定する際に、両
側の当接凸部５０ｃの内側辺部が、一対のササラ桁１１の水平段部１１ｃの内側縁部に各
々沿うように、当接凸部５０ｃをガイドとして固定用平プレート５０やササラ桁１１を位
置決めしながら、これらの位置を調整して固定することが可能になる。またこれによって
、一対のササラ桁１１が平行に配置されるようにササラ桁１１の間隔を計測して、その都
度チェックしたり調整したりする作業を要することなく、固定用平プレート５０やササラ
桁１１をスムーズに位置決めできるようにして、段板固定用平プレート５０を固定する際
の施工性を効果的に向上させることが可能になる。
【００３３】
　また、本実施形態では、段板固定用平プレート５０の両端部分の一対の桁固定部５０ａ
は、段板固定用平プレート５０を介して段板１２を一対のササラ桁１１に取り付ける際に
、ササラ桁１１の水平段部１１ｃの上面に各々重ねて配置される部分となっている。桁固
定部５０ａには、複数（本実施形態では３箇所）の桁固定孔５０ｄが、開口形成されてい
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る。これらの桁固定孔５０ｄには、ササラ桁１１の水平段部１１ｃに向けて、固定部材５
２として好ましくは固定ビスが、上方からねじ込むようにして打ち込まれることにより、
固定用平プレート５０が、一対のササラ桁１１に跨るようにして水平段部１１ｃに固定さ
れる。これらの桁固定孔５０ｄには、上方に向けて拡径する皿穴加工が施されており、こ
れによって打ち込まれた固定部材５２の頭部を、固定された段板固定用平プレート５０の
上面から突出させないようになっている。本実施形態では、３箇所の桁固定孔５０ｄのう
ちの中央の桁固定孔５０ｄ’は、調整用の長穴として、横長の略トラック円形状の開口形
状を有している。
【００３４】
　本実施形態では、段板固定用平プレート５０の一対の桁固定部５０ａの間の段板固定部
５０ｂは、段板固定用平プレート５０が一対のササラ桁１１の水平段部１１ｃに固定され
た後に、一対のササラ桁１１の間の間隔部分において、段板１２の両端部分を除く中間部
分が、上方から重ね合される部分である。段板固定部５０ｂには、当該段板固定部５０ｂ
が段板１２の下面に形成されたプレート収容掘込み部５１にぴったりと嵌め込まれるよう
にして収容された状態で、段板１２が重ね合される（図４参照）。段板固定部５０ｂには
、複数（本実施形態では６箇所）の段板固定孔５０ｅが、開口形成されている。これらの
段板固定孔５０ｅには、重ね合された段板１２の下面に向けて、固定部材５２として好ま
しくは固定ビスが、下方からねじ込むようにして打ち込まれることにより、段板１２が、
一対のササラ桁１１に跨るようにして、段板固定用平プレート５０を介して水平段部１１
ｃに固定される。これらの段板固定孔５０ｅには、下方に向けて拡径する皿穴加工が施さ
れており、これによって打ち込まれた固定部材５２の頭部を、固定された段板固定用平プ
レート５０の下面から突出させないようになっている。
【００３５】
　プレート収容掘込み部５１が形成される段板１２は、例えば多数の木材の端材を積層さ
せて、接着剤を介して一体として接合した集成木材からなる。段板１２は、図６（ａ）～
（ｃ）に示すように、例えば工場加工によって、例えば３０～６０ｍｍ程度の厚さを備え
ると共に、例えば横幅が７５０～１００００ｍｍ程度、縦幅が１５０～３００ｍｍ程度の
大きさの、横長矩形の平面形状を有するように形成されている。段板１２の下面側には、
切削加工を施すことで、プレート収容掘込み部５１が、段板固定用平プレート５０の厚さ
と同様の例えば２～１０ｍｍ程度の深さで、且つ段板固定用平プレート５０の全体が納ま
る平面形状となるように形成されている。
【００３６】
　すなわち、本実施形態では、プレート収容掘込み部５１は、好ましくは段板固定用平プ
レート５０がぴったりと嵌め込まれるようにして納まる形状として、段板固定用平プレー
ト５０における当接凸部５０ｃを有する両端部分の桁固定部５０ａと対応する部分である
、凸部収容部５１ｃを有する両端部分の端部収容部５１ａと、段板固定用平プレート５０
における段板固定部５０ｂと対応する部分である、両側の端部収容部５１ａの間に連続し
て形成された中間部収容部５１ｂとからなる平面形状となるように形成されている。
【００３７】
　また、本実施形態では、プレート収容掘込み部５１は、段板固定用平プレート５０の後
縁凹部５０ｆと対応する部分を、切削することなく後端被覆部５１ｆとして残した状態で
形成されていることで、段板固定用平プレート５０の当接凸部５０ｃと対応する部分の凸
部収容部５１ｃのみを、段板１２の後端面１２ａに臨ませて開口させた状態で形成されて
いる。これによって、段板固定用平プレート５０を介して段板１２を一対のササラ桁１１
に取り付ける際に、段板固定用平プレート５０の当接凸部５０ｃを凸部収容部５１ｃで覆
うようにして、段板１２の後端面１２ａをササラ桁１１の蹴込み段部１１ｄに当接させる
ことが可能になる。またこれによって、一対のササラ桁１１の間の部分において、段板固
定用平プレート５０の段板固定部５０ｂの後端面を、後端被覆部５１ｆによって後方から
覆い隠した状態で、段板１２ａを一対のササラ桁１１に固定することが可能になる。
【００３８】
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　なお、本実施形態では、段板１２の上面には、連設する段板１２の側部に沿って手摺２
４を立設させた状態で取り付ける際（図１、図２参照）に、手摺２４の手摺り子２４ａの
下端部を係止させるための、手摺り子係止穴１２ｂが形成されている（図６（ａ）参照）
。また、ササラ桁１１に支持される最上段の段板１２の後端面１２ａには、下辺部から上
辺部に至ることなく、接合金物１３の連結プレート部１５ｂの厚さと同様の深さで切り欠
かれた、プレート収納段部１２ｃが形成されている（図３参照）。これによって、ササラ
桁１１に支持させて、最上段の段板１２を取り付ける際に、プレート収納段部１２ｃに連
結プレート部１５ｂを納めた状態で、段板１２の後端面を接合壁面２３に当接させること
が可能になる。さらに、段板１２の上面には、木製のオープン階段２０としての意匠性を
損なわない範囲で、表パット等を取り付けておくこともできる。
【００３９】
　本実施形態の段板取付け構造１０では、上述のように、一対のササラ桁１１の各段の水
平段部１１ｃに、段板固定用平プレート５０の両端部分の桁固定部５０ａを、当接凸部５
０ｃを蹴込み段部１１ｅに当接させつつ重ね合わせた状態で（図３参照）、段板固定用平
プレート５０の上方から固定ビス、固定釘等の固定部材５２を桁固定孔５０ｄに打ち込む
ことによって、段板固定用平プレート５０を一対のササラ桁１１に固定する。しかる後に
、段板固定平プレート５０をプレート収容掘込み部５１に収容しつつ段板１２を段板固定
平プレート５０に重ね合わせた状態で（図４参照）、段板固定平プレート５０の下方から
固定ビス、固定釘等の固定部材５２を段板固定孔５０ｅに打ち込む。これらによって、各
段の段板１２を、段板固定用平プレート５０を介して、一対のササラ桁１１の各段の水平
段部１１ｃに各々容易に固定することが可能になる。
【００４０】
　各段の段板１２を取り付けたら、例えば従来と同様の方法によって、階段状に上下に連
設する段板１２の一方の側部に沿って、手摺２４を立設させた状態で取り付ける。これら
によって、図１及び図２に示すような、木製のオープン階段２０が形成される。
【００４１】
　そして、上述の構成を備える本実施形態の段板取付け構造１０によれば、段板１２の上
面にダボ穴を形成したり、埋木ダボ材を用いたりすることなく、簡易な構成によって、容
易に且つ安定した状態で、段板１２をササラ桁１１に固定することができると共に、意匠
性に優れた木製のオープン階段２０を形成することが可能になる。
【００４２】
　すなわち、本実施形態によれば、平坦な平板状の段板固定用平プレート５０と、段板１
２の下面側に切削加工を施して形成された、段板固定用平プレート５０の厚さと同様の深
さのプレート収容掘込み部５１とからなる簡易な構成によって、且つ固定ビス等の固定部
材５２を打ち込むだけの簡単な作業によって、段板１２の上面にダボ穴を形成したり、埋
木ダボ材を用いたりすることなく、上述のように、容易に且つ安定した状態で、段板１２
をササラ桁１１に固定することが可能になる。また、本実施形態によれば、金属製の段板
固定用平プレート５０は、一対のササラ桁１１の間に配置される部分の下面を除いて、そ
の上面及び周囲の端面が、段板１２の下面から下方に突出することなく、木製の段板１２
や木製のササラ桁１１によって覆い隠されることになるので、段板固定用平プレート５０
によって美観を損なうことなく、意匠性に優れた木製のオープン階段２０を形成すること
が可能になる。
【００４３】
　なお、本発明は上記実施形態に限定されることなく種々の変更が可能である。例えば、
段板の下面側に形成されたプレート収容掘込み部は、段板固定用平プレートをぴったりと
嵌め込むことができるように、段板固定用平プレートと同様の平面形状を備えるように形
成する必要は必ずしもなく、段板固定用平プレートよりも大きな平面形状を有するように
形成することもできる。プレート収容掘込み部は、段板固定用平プレートの後縁凹部と対
応する部分を残して形成する必要は必ずしもなく、段板固定用平プレートの両端部分の一
対の当接凸部は、一対のササラ桁の設計間隔と同様の間隔を保持して設ける必要は必ずし
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も無い。段板固定用平プレートは、段板からの荷重を支持することが可能な強度を備える
ものであれば、鋼製のプレート部材等の金属製のプレート部材の他、例えば合成樹脂製の
プレート部材等を用いて形成することもできる。
【符号の説明】
【００４４】
１０　段板取付け構造
１１　ササラ桁
１１ａ　接合端面
１１ｂ　載置端面
１１ｃ　水平段部
１１ｄ　蹴込み段部
１２　段板
１２ａ　後端面
１３　接合金物
１４ａ　第１位置決めプレート
１４ｂ　第２位置決めプレート
１５　基板プレート
１６　位置決め切欠き部
２０　オープン階段
２１　一階（下階）の床部
２２　中二階（中上階）の床部
２３　接合壁面
２４　手摺
３１　Ｌ字型固定金具
３２　カバー材
５０　段板固定用平プレート
５０ａ　桁固定部
５０ｂ　段板固定部
５０ｃ　当接凸部
５０ｄ　桁固定孔
５０ｅ　段板固定孔
５０ｆ　後縁凹部
５１　プレート収容掘込み部
５１ａ　端部収容部
５１ｂ　中間部収容部
５１ｃ　凸部収容部
５１ｆ　後端被覆部
５２　固定部材
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